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Lesson 7. 生命表

§C. 臨床生命表

臨床生命表

• ある研究対象集団における、観察期間内
でのある事象（出来事；死亡、再燃、不全、
など）が起こる時間を記述したもの

• 個人個人が参入したり集団から脱落する
変動的な時間を扱う

• その事象が起こらない累積確率を計算す
る

臨床生命表（続き）

• 臨床生命表の別名は、生命保険数理法
actuarial life table、追跡生命表 follow-up 
life table、縦断的生命表 longitudinal life 
table、カトラー・エデラー法 Cutler Ederer
method と呼ばれる。

• 臨床生命表よりのデータの分析に生存分
析 survival analysisが広く用いられる。
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センサリング Censoring
（中途打ち切り）

以下の場合に観察が中途打ち切りされた
（censored）と考えられる。

• 研究から脱落 withdrawまたは消息不明
lost to follow-up した場合

• 対象となる事象を経験するのに十分な追
跡がされなかった場合（観察中断）

• 対象事象を阻害する事象を経験した場合
（競合危険 competing risk）

センサリング（続き）
肺癌死亡の調査例

観察開始 観察終了

肺癌で死亡

交通事故死
（競合死因）

生存
（観察中断）

転居
（脱落）

臨床生命表
センサリングがない場合

• すべての人が興味の対象となる事象（例え
ば、死亡）まで追跡される。

• 事象は観察区間 time interval （t, t+n）の間
で注目される。
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臨床生命表の表記
センサリングがない場合

lt = 時間 tにおける生存数
dt = 観察区間（t, t+n）の間の死亡数
qt = dt／ lt =観察区間（t, t+n）の間の死亡
割合

pt = 1－ qt =観察区間（t, t+n）の間の生存
割合

臨床生命表の表記（続き）
センサリングがない場合

S(t) =観察区間（t, t+n）開始時点での累積
生存割合

S(0) = 1.0
S(t+n) = pt×S(t)

臨床生命表の例
センサリングがない場合

• 白血病患者 21 名を追跡調査
• すべての患者について、治療から再発ま
での時間を観察

• 寛解期間（月単位）は、
6、6、6、6、7、8、10、10、11、13、16、17、19、
20、22、23、25、32、32、34、35
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臨床生命表の例（続き）
センサリングがない場合
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臨床生命表の例（続き）
センサリングがない場合

• S(t) = 時間 t （観察区間の開始時点）での
累積寛解割合

• 24ヶ月における累積寛解割合は未だ24％
である。 S(24) = 0.2381

• 24から30ヶ月の区間での再発割合は20％
である。 q24 = 0.20
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臨床生命表
センサリングがある場合の仮定

• 暦年月を越えた生存状況の変化はない。
• 消息不明となった者が経験する事象は完
全に追跡された者が経験するのと同じであ
る。

• 区間内に脱落する者は、平均して、その区
間の半分は追跡されると仮定する。

• 生命表の算定は脱落や中途打ち切りの観
察を計上して変更される。

臨床生命表の表記
センサリングがある場合

li = i番目の区間開始時の数（区間当初生
存数）

wi = i番目の区間でセンサリングされた数
（観察中途生存数）

l’i = li－ wi／2
= i番目の区間で死亡の危険に曝された
数（有効生存数）

臨床生命表の表記（続き）
センサリングがある場合

di = i番目の区間での死亡数（区間中死亡
数）

qi = di／ l’i = i番目の区間内での死亡割
合（区間中死亡率）

pi = 1－ qi = i番目の区間内での生存割合
（区間中生存率）
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臨床生命表の表記（続き）
センサリングがある場合

Pi = i番目の区間開始時点での累積生存
割合（累積生存率）

P1 = 1.0
P2 = p1×P1

P3 = p2× P2

・・・・・・・・

臨床生命表の例
センサリングがある場合

• 皮膚メラノーマに罹患している患者 50名が
1952年10月より1967年6月までの期間にあ
る病院で治療を受けた。

• 患者は年毎に追跡された。
• 1969年12月31日で患者追跡を終えて調査
を終了した。

臨床生命表の構築
センサリングがある場合

• 20名がメラノーマで死亡した。

• 30名が脱落や消息不明のために観察を中
途打ち切りした。

• 2年および5年生存率はいくらか？
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臨床生命表の構築（続き）
センサリングがある場合

3020合計

0.56717175≦
0.6290.9020.09820.532224-5
0.6550.9610.03925.551283-4
0.6990.9370.06332.042342-3
0.8200.8520.14840.516411-2
1.0000.8200.18050.009500-1

Pipiqil’iwidili区間

累積生存確率

• Pは観察区間開始時点での累積生存割
合である。

• 2年生存率は 0.699、つまり 69.9％である。
• 5年生存率は 0.567、つまり 56.7％である。


